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こ
の
4
月
、
本
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

を
推
し
進
め
て
ゆ
く
た
め
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
が
稼
働
を
開
始
し
ま
し
た
。
セ
ン

タ
ー
自
体
は
千
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
設
置
さ

れ
ま
す
が
、
埼
玉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
分
室

が
置
か
れ
、
大
学
機
構
と
し
て
全
体
の
国

際
交
流
を
所
管
し
ま
す
。

　

去
る
5
月
20
日
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た

予
選
会
に
見
事
勝
ち
抜
き
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
が
文
部
科
学
大
臣
杯
第
52
回 

全
日

本
大
学
選
手
権
大
会
（
イ
ン
カ
レ
）
へ
の

出
場
を
決
め
ま
し
た
。
ご
支
援
、
ご
声

援
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
大
会
は
、
9
月
1
日
～
4
日
に
か

け
て
広
島
県
東
広
島
市
・
呉
市
で
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

　

淑
徳
大
学
で
は
、
各
自
治
体
と
の
地
域

連
携
を
進
め
て
い
ま
す
。
既
に
、
東
京
都

板
橋
区
、
埼
玉
県
三
芳
町
、
富
士
見
市
、

和
光
市
、
茨
城
県
笠
間
市
と
の
地
域
連
携

協
定
を
締
結
し
、
緊
密
な
連
携
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
年
３
月
千
葉
県

酒
々
井
町
、
６
月
に
は
、
千
葉
市
、
埼
玉

県
八
潮
市
と
の
包
括
連
携
協
定
を
締
結
致

し
ま
し
た
。
包
括
連
携
は
、
淑
徳
大
学
の

専
門
性
を
生
か
し
た
地
域
貢
献
活
動
、
人

材
育
成
、
自
治
体
施
策
の
推
進
や
地
域
の

課
題
解
決
の
た
め
の
大
学
資
源
の
活
用
を

主
な
目
的
と
し
、
地
域
貢
献
、
地
域
社
会

と
の
共
生
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
①
国
際
交
流
に
係
る

事
業
計
画
及
び
運
営
、
②
学
生
の
海
外
留

学
及
び
海
外
研
修
、
③
外
国
人
留
学
生
の

受
入
れ
、
④
学
外
国
際
交
流
機
関
と
の
相

互
連
携
及
び
協
力
に
関
す
る
業
務
を
行
い

ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
質
の
高
い
海
外
研
修
の
機
会
を
提

供
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
5
月
25
日
に
は
友
好
協
定
締
結

先
で
あ
る
中
国
吉
林
省
・
東
北
師
範
大
学

人
文
学
院
の
呂
英
華
学
長
を
は
じ
め
趙
継

倫
社
会
福
祉
学
院
長
、
索
建
新
同
副
学
院

長
、
趙
岫
峰
健
康
福
祉
副
学
院
長
、
李
娟

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長
ら
を
千
葉
キ
ャ
ン

パ
ス
、
千
葉
第
二
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
迎
え

し
、
両
大
学
の
今
後
の
交
流
に
つ
い
て
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
女
子
柔
道
部
の
井
上
舞
子
さ

ん
（
経
営
学
部
経
営
学
科 

3
年
）
が
、

8
月
19
日
よ
り
台
北
に
て
開
催
さ
れ
る

第
29
回
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
競
技
大
会

に
お
い
て
、
78
㎏
超
級
の
日
本
代
表
選

手
と
し
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の

皆
様
の
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

広
が
り
深
ま
る
地
域
連
携

　
本
学
は
建
学
以
来
、
地
域
開
発
、
地
域
連
携

を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
学
祖
長
谷
川
良

信
先
生
は
、
52
年
前
か
ら
、
地
域
社
会
と
の

共
生
が
本
学
の
使
命
で
あ
る
こ
と
を
予
見
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
現
在
、
地
方

自
治
体
と
の
包
括
協
定
と
い
う
一
つ
の
形
で

継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
だ
け
を
み
て
も
、

3
月
の
酒
々
井
町
、
6
月
の
千
葉
市
、
八
潮
市

と
の
締
結
と
い
っ
た
状
況
で
す
。
う
ち
千
葉

市
と
は
平
成
22
年
の
相
互
連
携
協
定
を
発
展

さ
せ
改
め
て
包
括
連
携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

そ
の
他
、
東
京
都
板
橋
区
、
埼
玉
県
三
芳
町
、

富
士
見
市
、
和
光
市
、
茨
城
県
笠
間
市
と
協

定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
緊
密
な
連
携
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
自
治
体
と
の
連
携
は
、
大
学
の
都

合
や
学
生
の
指
導
上
の
便
宜
で
は
な
く
、
地

域
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
か
な
う
も
の
で
な
く

て
は
な
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
現
状
を

理
解
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
以
下
、
学
祖
以
来
、
強
い
結
び
つ
き
の
あ

る
千
葉
市
を
み
て
み
ま
す
。
同
市
で
は
、
若

い
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、「
加
曾

利
貝
塚
」、「
オ
オ
ガ
ハ
ス
」、「
千
葉
氏
」、「
海

辺
」
と
い
う
4
つ
の
地
域
資
源
を
活
用
し
て
市

の
魅
力
づ
く
り
を
図
っ
て
い
ま
す
。
幕
張
新

都
心
を
国
家
戦
略
特
区
と
し
た
ド
ロ
ー
ン
技

術
や
自
動
運
転
技
術
の
開
発
、「
こ
ど
も
若
者

市
役
所
」
等
の
若
者
の
社
会
参
画
事
業
、
市
民

と
の
共
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
等
が
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
本
学
の
学
生
は
、「
車

椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
全
国
選
抜
大
会
」

を
千
葉
市
と
連
携
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
0
年
に
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
3
競
技
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
4
競
技
が
千
葉
市
で
開
催

さ
れ
ま
す
が
、
多
く
の
学
生
が
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー

ニ
ン
グ
の
形
で
参
画
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
を
一
過
性
の

「
お
祭
り
」
と
し
て
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
レ
ガ

シ
ー
」
を
創
り
出
し
、
そ
れ
を
継
続
さ
せ
て
い

く
活
動
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
本
学
の
地
域
連
携
は
、
さ
ら
に
広
範
な
地
域

と
と
も
に
歩
む
こ
と
を
指
向
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
動
き
が
、「
と
も
い
き
」
を
学
ぶ
学

生
諸
君
の
さ
ら
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
学
び
に
つ

な
が
る
こ
と
を
心
よ
り
期
待
い
た
し
ま
す
。

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
設
立

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部 

イ
ン
カ
レ
出
場
決
定

女
子
柔
道
部 

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
2
0
1
7

日
本
代
表
と
し
て
出
場
決
定

地
域
連
携
の
取
り
組
み

（写真上段）インカレ出場が決ったソフトボール部
（写真下段）女子78㎏超級日本代表選手としてユニバーシアード競技大会に
	 出場予定の井上舞子さん

　

私
は
、
人
に
寄
り
添
い
支
え
る
こ
と

が
で
き
る
看
護
師
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
私
は
病
気
や

老
い
は
人
に
非
常
に
大
き
な
不
安
、
恐

怖
を
与
え
る
こ
と
を
知
っ
た
か
ら
で
す
。

こ
の
こ
と
が
、
私
が
看
護
師
を
目
指
す

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

看
護
は
勉
強
す
る
ご
と
に
新
た
な
疑

問
が
生
ま
れ
、
課
題
の
量
も
多
く
、
大

変
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
分
、
一
緒

に
学
ぶ
仲
間
と
の
結
束
が
固
く
な
り
ま

す
。
共
に
学
ぶ
仲
間
の
優
し
さ
や
学
習

へ
の
姿
勢
に
刺
激
を
受
け
、
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

看
護
師
に
な
り
た
い
と
い
う
自
分
の

夢
は
、
支
え
て
く
れ
る
家
族
や
先
生
方
、

そ
し
て
何
よ
り
実
習
で
関
わ
ら
せ
て
い

た
だ
く
患
者
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
初

め
て
実
現
さ
れ
る
も
の
で
す
。
そ
の
自

覚
を
持
ち
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
今
後
も
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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哲て

つ
や也

が
ん
ば
っ
て
い
る
学
生
、
グ
ル
ー
プ
、
注
目
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
ご
紹
介
。

熊谷俊人千葉市長、磯岡哲也学長による
協定書への締結式

（写真上段）
人文学院一行、看護栄養学部見学後
良信先生胸像前にて

（写真下段）
人文学院との会談に先立ち、下山副学長の挨拶
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福島県生まれの内山さんが、東日本大震災後に積極的なボランティア

活動をしていたときに発生したフィリピンの台風災害。思い立ったらすぐ

行動とフィリピンへ渡ると、そこで目にしたのは想像以上に劣悪な避難

所の環境でした。しかし、そこにいる人々は皆笑顔でフィリピンの人 の々

「利他精神」を感じました。今ではフィリピンに移住し「ＤＡＲＥＤＥＭＯ  

ＨＥＲＯ」で活動をしています。

内山 順子さん
国際 NGO 団体 DAREDEMO HERO スタッフ

UCHIYAMA Junko

DAREDEMO HERO ホームページ ▶ https://daredemohero.com/

　「
福
祉
の
仕
事
を
続
け
て
い
く
中
で
、

常
に
『
1
0
0
%
対
象
者
の
た
め
の
支

援
』
を
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
を
悩
み
続
け
て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
が
今
D
A
R
E
D
E
M
O 

H
E
R
O
で
実
現
で
き
て
い
ま
す
」

　
そ
う
話
す
の
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
セ

ブ
島
の
Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ｏ 

Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

（
誰
で
も
ヒ
ー
ロ
ー
）
で
、
組
織
運
営
や

現
地
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
日
本
語
や
道

徳
の
教
育
を
行
う
内
山
順
子
さ
ん
。

　
淑
徳
大
学
卒
業
後
、
カ
ナ
ダ
と
そ
の

周
囲
の
国
々
に
１
年
半
滞
在
し
語
学
を

学
び
ま
し
た
。
帰
国
後
は
取
得
し
て
い

た
精
神
保
健
福
祉
士
の
資
格
を
生
か
し
、

精
神
科
デ
イ
ケ
ア
に
勤
務
し
ま
し
た
。

　「
学
生
の
頃
か
ら
長
期
の
休
み
に
は

海
外
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
と
く
に
ア

ジ
ア
へ
は
何
度
も
出
か
け
て
い
て
、
い

つ
か
は
世
界
中
を
旅
し
て
、
様
々
な
も

の
を
見
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で

４
年
間
デ
イ
ケ
ア
に
勤
務
し
た
後
、
退

職
し
て
世
界
一
周
の
旅
に
出
ま
し
た
」

　
内
山
さ
ん
が
旅
し
た
ア
ジ
ア
は
後
に

大
き
く
関
わ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　
帰
国
後
、
東
京
都
特
別
区
（
大
田
区
）

の
職
員
と
し
て
勤
務
し
な
が
ら
、
東
日

本
大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
注
力

し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
な
か
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
巨
大
台
風
が
発
生
し
支
援
の

た
め
単
身
セ
ブ
島
に
渡
り
ま
し
た
。
一

時
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
、
ま
た
公

務
員
と
し
て
働
こ
う
と
思
っ
て
い
た
内

山
さ
ん
で
し
た
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

人
々
を
目
に
し
て
心
が
動
き
出
し
た
の

で
す
。
こ
の
ま
ま
こ
こ
に
い
た
い
、
い

や
こ
こ
に
い
る
べ
き
だ
と
。

　「
経
済
的
に
は
恵
ま
れ
て
い
な
い
け

ど
、
家
族
や
友
人
を
大
切
に
し
て
、
い

つ
も
笑
っ
て
生
き
、
日
本
に
は
な
い
豊

か
さ
を
感
じ
た
ん
で
す
。
そ
う
い
う
人

た
ち
か
ら
ま
だ
ま
だ
学
ぶ
も
の
が
あ
る

し
、
私
に
も
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
る

は
ず
と
考
え
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
移
住
を

決
意
し
ま
し
た
」

　
内
山
さ
ん
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
福
祉

の
仕
事
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
淑
徳
大
学
に
進
学
。
福
祉
の
本

質
を
知
っ
た
の
が
大
学
で
の
授
業
や
経

験
だ
っ
た
と
話
し
ま
す
。

　「
私
自
身
あ
ま
り
真
面
目
な
学
生
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
悩
ん
で
い

た
り
、
考
え
が
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
り

し
た
と
き
に
先
生
方
が
親
身
に
な
っ
て

相
談
に
の
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

福
祉
と
は
、
支
援
と
は
何
か
を
実
感
で

き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
の
思
い
が
今
の

活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
は
間
違
い

な
い
で
す
ね
」

　
学
生
時
代
か
ら
社
会
人
を
通
し
て
、

内
山
さ
ん
は
限
界
を
決
め
ず
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
ま
し
た
。

そ
う
す
る
こ
と
で
よ
り
視
野
が
広
く
な

り
、
想
像
力
が
広
が
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
い
ま
す
。
多
様
な
考
え
方
や
環
境
に

順
応
で
き
る
こ
と
が
福
祉
の
仕
事
だ
け

で
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
き
っ
と

役
に
立
つ
と
確
信
し
て
い
る
と
も
話
し

ま
す
。
最
後
に
後
輩
で
あ
る
淑
徳
大
学

の
学
生
に
こ
う
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　「
今
の
自
分
や
、
な
ぜ
勉
強
し
て
い

る
か
に
悩
ん
だ
ら
、
ぜ
ひ
セ
ブ
に
遊
び

に
来
て
下
さ
い
」

　
そ
こ
で
内
山
さ
ん
が
笑
顔
で
出
迎
え

て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

自
分
が
笑
っ
て
い
る
と
周
り
も
笑
っ
て
く
れ
る

そ
の
気
持
ち
を
胸
に
本
当
の
支
援
を
続
け
る

2002年 総合福祉学部 社会福祉学科卒業。卒業後に精神保健福

祉士の国家資格を取得。大学時代は、長い休みの度に海外に出

かけ、お金と時間の許す限りアジアを旅行。フィリピン移住は

自分の運命かもしれないと話してくれました。

217
No.

DAREDEMO HERO
で支援する子供たちが
サプライズで誕生日の
お祝いをしてくれました。

DAREDEMO HERO
の奨学生たちと

支援する大規模火災
被災地区の子供たち
と一緒に

910
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「淑徳大学広報誌」に関するご意見、ご感想などのメールをお待ちしております! reply@soc.shukutoku.ac.jp

千葉キャンパス
総合福祉学部　コミュニティ政策学部　大学院 総合福祉研究科

〒260-8701  千葉県千葉市中央区大巌寺町200
TEL：043-265-7331

千葉第二キャンパス
看護栄養学部　大学院 看護学研究科　

〒260-8703  千葉県千葉市中央区仁戸名町673
TEL：043-305-1881

埼玉キャンパス
国際コミュニケーション学部　　経営学部　教育学部

〒354-8510  埼玉県入間郡三芳町藤久保1150-1　
TEL：049-274-1511

東京キャンパス
人文学部　淑徳大学短期大学部

〒174-0063  東京都板橋区前野町6-36-4
TEL：03-3966-7631
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　昨年の4月に看護栄養学部栄養学科へ赴任して、早1年少々過ぎよ

うとしています。慣れない中、授業の準備や学務に追われ、日々慌た

だしく過ごして来てきましたが、心地よい疲れも感じています。そう思

えるのも学生さんのおかげだと思っています。淑徳生らしい人懐こい気

質の学生さんらから声をかけられ、疲れてなんていられない！と奮い立

たたされます。また、本学科も2期生まで卒業生を送り出し、彼らの

活躍も聞こえてきます。今月号は看護学科をフィーチャーした号ですが、

淑徳を巣立った卒業生の活躍を拝見するのは本当にうれしく思います。

困ったり悩んだりしたら、母校にいつでも帰って来られるような雰囲気

作りも教員の務めと思っておりますので、これまで以上に学生ファース

トで尽力できればと思っています。皆さん頑張って下さいね。まとまり

のない編集後記でした…。（千葉）

知識モリモリ　健康モリモリ

今回は看護学科　小川 純子 先生に伺いました。 vol.17

小児がん経験者と晩期合併症 

(Late Effects)

　「ゴールドリボンウォーキング」というイベントをご存知でしょうか？本学

は、唯一の教育機関としてこのイベントに協賛していて、学生がボランティ

アで参加しています。今回は、このイベントでサポートしている『小児がん』
についてお話しします。

　小児がんとは、乳幼児から15歳までにかかる悪性腫瘍の総称です。発

症数は、全国で年間2,000～ 3,000人です。現在では治療の進歩により、

約70％の子ども達が学校や社会に復帰し、成人に至ることが出来るように

なりました。米国の推計では、2020年までに若年成人の人口600～1,000

人に1人は小児がん経験者であると予想されています。本学の全学部入学

者数が1,300人程度なので、1学年に1～ 2名の小児がん経験者がいると

いう計算になります。

　子どもは発育途中であることから、成長や時間の経過に伴って腫瘍そ

のものあるいは抗がん剤や放射線治療の影響によって生じる『晩期合併症』
がみられます。多くの晩期合併症は、年齢に伴って発症しやすくなり、治

療後何十年も経過してから症状が現れることも少なくありません。そのた

め、定期的な診察と検査による長期フォローアップや継続的な治療を受け

る必要がある経験者が半数以上います。小児がん経験者がその子らしく

社会で活躍できるよう、多くの皆様が『小児がん』や『晩期合併症』について

知って頂けると嬉しいです。興味を持ってくださった方は、私が所属してい

る「認定NPO法人ミルフィーユ小児がんフロンティアーズ」のホームページ

（http://www.millefeuille.or.jp）も訪ねてみてください。

×
『腎臓にやさしい減塩料理教室』

淑徳大学

スペシャルナイター

8月２日

全キャンパス 学生・保護者等・教職員対象

VS千葉ロッテ
マリーンズ

北海道日本ハム
ファイターズ

水

淑徳大学ブース

ボール
パークステージ

チケット購入場所
当日ZOZOマリンスタジアムにて設置される
淑徳大学ブースにて販売（16：00～19：30）▶

応募作品 「看護や栄養に関わるテーマ」で
看護栄養川柳を募集いたします。

応募点数 おひとり様1作品まで。

締　　切 2017年7月31日（月）必着

応募先

淑徳大学 看護栄養学部「看護栄養川柳」係
〒260-8703　千葉市中央区仁戸名町673
TEL 043-305-1881　FAX 043-305-1818
E-mail senryu@soc.shukutoku.ac.jp

応募方法

①メール senryu@soc.shukutoku.ac.jp
②FAX 043-305-1818
③看護栄養学部事務部へ直接提出
　※氏名・住所・電話番号・メールアドレス・応募区分
　（一般・大学生・高校生・中学生以下）をご記入ください。

当日本誌（Together 217号）を見せると、
内野自由席入場料　通常2,600円→

500円（1名様）で観戦できます。

● 本学学生証提示でもOK

18：15　試合開始
ZOZOマリンスタジアム

※雨天の場合、中止することがあります。
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